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本
書
は
日
本
の
茶
に
関
す
る
概
説
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

百
四
十
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
本
で
あ
り
な
が
ら
、
古
代
か

ら
近
世
ま
で
日
本
で
茶
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、
飲
ま
れ
て
い
た
の

か
、
概
要
を
よ
く
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
内
容
の
記
述
は
各
時
代
に

目
配
り
が
さ
れ
て
い
る
。
著
者
の
木
宮
泰
彦
氏
の
著
作
は
日
本
史
の

流
れ
を
踏
ま
え
た
著
作
が
多
い
が
、
本
書
も
ま
た
そ
の
特
徴
を
有
し

て
い
る
。

　

本
書
の
章
立
て
は
以
下
の
通
り（（　

）内
は
開
始
ペ
ー
ジ
。
ま
た
、

字
体
は
通
行
の
も
の
に
直
し
た
。
以
下
同
じ
）１
。

総
節
（
２
）

一　

栄
西
禅
師
以
前
の
喫
茶
（
15
）

　

喫
茶
の
起
源/

朝
儀
と
茶/

嵯
峨
天
皇
と
茶

二　

栄
西
禅
師
と
喫
茶
養
生
記
（
25
）

　

栄
西
茶
種
を
伝
ふ/

喫
茶
養
生
記

三　

茶
寄
合
と
茶
会
（
37
）

〔
紹
介
〕

木
宮
泰
彦
著
『
日
本
喫
茶
史
』

　
　

中　

野　

直　

樹

茶
寄
合/

唐
樣
の
茶
会/

点
心/

茶
亭/

茶
亭
の
設
備/

点
茶/

茶
礼
後
の
飮
宴

四　

茶
の
湯
の
成
立
（
55
）

　

茶
の
湯
の
名
義/

成
立
の
時
期

五　

茶
道
の
発
達
（
64
）

喫
茶
の
普
及/

足
利
義
政
と
三
阿
弥/

村
田
珠
光/

銀
閣
の
東
求

堂/

茶
の
湯
の
流
行/

茶
人
の
輩
出/

武
野
紹
鴎

六　

織
田
信
長
と
茶
道
（
88
）

　

名
器
の
蒐
集/

茶
器
に
よ
る
行
賞/

茶
の
湯

七　

豊
臣
秀
吉
と
茶
道
（
103
）

　

秀
吉
と
茶
湯/

千
代
の
松
原
の
茶
会/

北
野
の
大
茶
湯/

千
宗
易

八　

茶
道
の
諸
流
派
（
129
）

茶
道
の
分
派/

千
家
流
と
宗
偏
流/

織
部
流
と
遠
州
流/

石
州
流

/
其
他
の
諸
流
派

　

総
説
に
は
「
茶
は
ま
こ
と
に
人
生
の
オ
ア
シ
ス
で
あ
る
」（p.2

）
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と
い
う
印
象
的
な
文
章
が
あ
り
、
続
い
て
「
茶
の
歴
史
は
、
正
し
く

日
本
文
化
史
の
重
要
な
る
一
面
を
な
す
べ
き
も
の
で
あ
る
」と
し
て
、

茶
の
歴
史
を
日
本
の
文
化
史
と
し
て
位
置
付
け
る
（p.4

）。
そ
し
て
、

「
我
が
国
の
喫
茶
は
、
薬
用
に
始
ま
り
、
遊
戯
に
転
じ
、
藝
術
に
醇

化
せ
ら
れ
て
、
然
る
後
日
常
の
飲
料
に
ま
で
普
及
し
た
」
と
い
う

（p.7

）。
上
記
喫
茶
の
四
段
階
で
本
書
は
喫
茶
史
を
述
べ
る
。
ほ
か

に
総
説
に
は
、
近
世
期
頃
の
俳
句
や
漢
詩
に
見
ら
れ
る
茶
の
表
現
を

列
挙
す
る
箇
所
も
あ
り
、
文
学
に
お
い
て
も
茶
が
重
要
な
位
置
を
占

め
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

一
「
栄
西
禅
師
以
前
の
喫
茶
」
で
は
、奈
良
時
代
以
前
か
ら
始
ま
っ

た
薬
用
と
し
て
の
喫
茶
に
つ
い
て
述
べ
、
正
倉
院
文
書
等
に
見
え
る

茶
の
記
事
を
紹
介
す
る
。
平
安
時
代
に
は
茶
に
関
す
る
記
事
が
増
加

す
る
が
、
平
安
時
代
も
当
時
の
文
献
の
記
述
か
ら
す
る
と
ほ
と
ん
ど

の
場
合
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

　

続
い
て
、
二
「
栄
西
禅
師
と
喫
茶
養
生
記
」
は
、
一
旦
す
た
れ
た

喫
茶
が
、
栄
西
の
将
来
に
よ
り
、
再
び
盛
ん
に
な
る
こ
と
を
説
く
。

著
者
は
栄
西
を
「
本
邦
喫
茶
史
最
大
の
功
労
者
」
と
い
う
（p.25
）。

栄
西
に
と
っ
て
、
喫
茶
の
目
的
は
眠
気
覚
ま
し
で
あ
り
、
養
生
で
あ

る
（p.28

）。
栄
西
の
著
述
は
多
数
あ
る
が
、
仏
教
的
な
著
作
で
な

い
も
の
と
し
て
『
喫
茶
養
生
記
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
茶
に
関
す
る
我

が
国
最
古
の
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

三
「
茶
寄
合
と
茶
会
」
で
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
室
町
時
代
に

か
け
て
、
中
国
か
ら
日
本
へ
茶
会
が
伝
わ
り
、
こ
の
茶
会
が
、
後
の

茶
の
湯
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
鎌
倉
末
期
、
茶

は
遊
戯
の
場
に
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
茶
寄
合
と
し
て
囲
碁
や
連

歌
な
ど
の
場
で
飲
ま
れ
、
後
に
か
け
事
と
も
結
び
つ
い
た
が
、
ほ
か

に
唐
土
風
の
喫
茶
の
場
も
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
唐
土
風
の

茶
会
は
大
人
数
で
行
わ
れ
華
美
さ
を
よ
し
と
し
、
享
楽
的
な
要
素
が

あ
っ
た
が
、
茶
の
湯
は
閑
寂
清
雅
を
旨
と
し
て
お
り
、
趣
は
異
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
次
第
な
ど
が
類
似
す
る
こ
と
か
ら
、
茶
の
湯
は

唐
土
風
の
茶
会
が
日
本
化
し
た
も
の
と
見
る
。

　

四
「
茶
の
湯
の
成
立
」
で
は
、
鎌
倉
時
代
末
か
ら
南
北
朝
時
代
に

か
け
て
専
ら
遊
戯
享
楽
の
た
め
に
使
わ
れ
た
茶
会
が
、
室
町
時
代
に

入
っ
て
茶
の
湯
と
し
て
風
雅
の
道
に
ま
で
高
め
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
指
摘
す
る
（p.55

）。
茶
会
と
茶
の
湯
は
異
な
る
性
格
を
持
つ

と
は
い
え
、
禅
と
い
う
共
通
点
も
あ
る
。
室
町
時
代
に
入
る
と
、
茶

の
た
し
な
み
は
遊
戯
と
し
て
で
は
な
く
「
茶
の
湯
」
と
い
う
文
化
と

な
っ
た
。
茶
の
湯
の
成
立
の
時
期
は
、
明
確
に
は
し
に
く
い
が
一
条

兼
良
の
著
作
か
と
さ
れ
る
『
酒
食
論
』
に
は
し
ず
か
に
遊
ぶ
茶
の
会

と
あ
る
の
で
、
文
明
期
（1469-1486

）
に
は
茶
会
か
ら
茶
の
湯
へ

の
変
化
の
途
上
に
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
開
祖
に
つ
い
て
は
、
古
く

か
ら
諸
説
あ
り
、
無
窓
国
師
説
・
顕
弁
上
人
説
・
足
利
義
政
説
・
千

利
休
説
が
あ
る
。

　

五
「
茶
道
の
発
達
」
で
は
、
茶
会
や
茶
の
湯
が
上
流
階
級
の
少
数
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の
人
々
に
だ
け
普
及
し
た
同
時
期
に
、
大
衆
に
は
喫
茶
の
習
慣
が
普

及
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
（p.64

）。
ま
た
、
茶
の
湯
を
発
達

さ
せ
た
人
物
に
、
足
利
義
政
、
三
阿
彌
、
村
田
珠
光
、
武
野
紹
鷗
、

そ
の
他
の
茶
人
を
挙
げ
て
紹
介
す
る
。

　

六
「
織
田
信
長
と
茶
道
」
で
は
、
織
田
信
長
が
武
将
や
政
治
家
と

し
て
で
な
く
、
趣
味
の
人
と
し
て
描
か
れ
る
。
信
長
は
近
世
三
百
年

間
の
風
流
趣
味
の
素
地
を
作
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
趣
味
の

人
と
し
て
の
側
面
は
、
足
利
義
政
の
よ
う
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。

（p.88

）。
信
長
は
名
器
を
集
め
、
褒
美
と
し
て
諸
将
に
与
え
た

（p.95

）。
信
長
の
お
か
げ
で
茶
道
が
流
行
し
、
千
利
休
と
い
う
名
人

が
登
場
し
、
近
代
風
雅
の
源
を
な
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
（p.102

）。

茶
道
の
流
行
は
宣
教
師
の
注
意
を
引
い
た
よ
う
で
、『
日
本
西
教
史
』２

に
記
述
が
見
え
る
。

　

七
「
豊
臣
秀
吉
と
茶
道
」
で
は
、
秀
吉
は
信
長
と
同
じ
よ
う
に
、

茶
事
を
数
寄
と
し
て
た
し
な
む
の
み
な
ら
ず
、
政
略
的
に
利
用
し
て

経
世
の
一
手
段
と
し
た
の
だ
と
い
う
（p.103

）。
茶
会
と
茶
の
湯
が

並
存
し
て
い
る
様
子
が
、p.104

の
記
述
に
も
表
れ
て
い
る
。
木
宮

の
記
述
は
、
秀
吉
の
開
催
し
た
千
代
の
松
原
の
茶
会
と
、
北
野
の
大

茶
湯
と
に
及
ぶ
。
そ
し
て
、
千
利
休
（
千
宗
易
）
に
つ
い
て
紙
幅
を

割
い
て
解
説
す
る
（pp.117-128

）。
茶
道
の
古
式
を
改
め
、
侘
び

寂
び
を
主
張
す
る
茶
の
湯
を
完
成
さ
せ
た
の
は
宗
易
で
あ
る
。

　

八
「
茶
道
の
諸
流
派
」
で
は
、「
徳
川
氏
の
初
世
に
な
っ
て
は
、

千
家
の
流
の
み
が
ひ
と
り
栄
え
、（
中
略
）
茶
道
の
宗
匠
と
称
す
る

も
の
は
、
い
づ
れ
も
千
家
の
流
を
汲
ま
ざ
る
は
な
か
っ
た
」
と
い
う

（p.129

）。
木
宮
はp.130

に
、
千
利
休
に
始
ま
る
茶
道
の
諸
流
派
の

系
譜
を
載
せ
る
。

　

以
上
、
本
書
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
た
。
現
在
で
は
、
茶
に
関

す
る
書
籍
は
多
数
出
て
お
り
、近
年
出
版
さ
れ
た
も
の
も
多
い
の
で
、

本
書
の
内
容
の
記
述
は
古
く
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、1940

年
に
ま
と
め
ら
れ
た
茶
に
関
す
る
概
説
資

料
と
し
て
、
喫
茶
史
研
究
の
一
里
塚
と
し
て
の
価
値
は
十
分
に
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

［
付
記
］

　

本
稿
は
、2022

年
度
常
葉
大
学
共
同
研
究
費
（
代
表
：
若
松
大
祐
）

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
す
。
本
稿
に
は
、
共
同
研
究
会
で
用
い

た
若
松
大
祐
氏
、
濱
川
栄
氏
の
レ
ジ
ュ
メ
を
参
照
し
ま
し
た
。
記
し

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

注１　

本
書
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン(https://

dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1687538 )

か
ら
閲
覧
可
能
で
あ

る
。
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２　

但
し
こ
の
本
は
近
代
に
邦
訳
出
版
さ
れ
た
も
の
。
も
と
は
ジ
ャ

ン
・
ク
ラ
セ
著
『
日
本
教
会
史
』
で1689

年
刊
行
。

（
冨
山
房
（
冨
山
房
百
科
文
庫
第
119
）、
一
九
四
〇
年
十
月
、
百
四
十

頁
、
五
十
銭
（
当
時
））

（
な
か
の
・
な
お
き　

本
学
教
員
）


